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	応用
	抗原情報
	背景
	飢餓に応答するオートファジーに関与するセリン／スレオニンタンパク質キナーゼ。ホスファチジルイノシトール3キナーゼPIK3C3の上流で作用し、オートファゴソームの前駆細胞であるオートファゴフォアの形成を制御する。飢餓に応答するオートファジーに関与するセリン／スレオニンタンパク質キナーゼ（PubMed:18936157, PubMed:21460634, PubMed:21795849, PubMed:23524951, PubMed:25040165, PubMed:31123703）。ホスファチジルイノシトール3キナーゼPIK3C3の上流に作用し、オートファゴソームの前駆体であるオートファゴフォアの形成を制御します（PubMed:18936157、PubMed:21460634、PubMed:21795849、PubMed:25040165）。オートファジーにおける制御フィードバックループの一部であり、RPTORとの相互作用を介して、哺乳類ラパマイシン標的タンパク質複合体1（mTORC1）の下流エフェクターおよび負の調節因子として機能します（PubMed:21795849）。AMPKによるリン酸化を介して活性化され、AMPKサブユニットPRKAA1、PRKAB2、およびPRKAG1のリン酸化を媒介することでAMPKの調節因子としても機能し、AMPK活性を負に制御します（PubMed:21460634）。 ATG13/KIAA0652およびRPTORをリン酸化する可能性がありますが、そのようなデータには追加のエビデンスが必要です（PubMed:18936157）。神経分化の初期段階で役割を果たし、顆粒細胞の軸索形成に必須です（PubMed:11146101）。また、SESN2およびSQSTM1をリン酸化してオートファジーを制御する可能性があります（PubMed:25040165）。FLCNをリン酸化してオートファジーを促進します（PubMed:25126726）。オートファジー誘導に応答してAMBRA1をリン酸化して、細胞骨格ドッキング部位からAMBRA1を遊離させ、オートファゴソームの核形成を誘導します（PubMed:20921139）。
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	ULK1 細胞溶解物を導入した 293T における Phospho-ULK1 (S556) 発現のウエスタン ブロット解析。

